
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、県、部会からの情報提供 

１） 総合特区について（温暖化対策課） 

  資料 「自然エネルギー100%・エネルギー自給戦略特区（案）～官民連携による分散型 

メガソーラー発電所創造～スケジュール案」「地域活性化総合特別区域指定申請の方向性」説明 

 室賀係長より（補足：中島課長） 

・県内において、まず何ができるかを検討するため、県庁組織を基に検討チーム 

 としての部会をつくりたい。 5 月下旬には検討チームを設立し、何回かの部会を行い、 

9 月下旬に申請に向けたい。 

 ・豊田終末処理場の屋根貸しが具体的にあるが、さらにはすべての県民施設の屋根に 

  パネルとつけたいという思いがある。 

そのための、課題、スキームをどうしたらよいか、またできるかどうかの調査に 

あたっての助言をしてもらうため、太陽光部会から３～４社（人）で県の部会に 

参加してほしい。 

対象者は、大規模実績のある事業者・屋根貸し事業に取り組んでいる事業者、 

まずは諏訪をやっていきたいので、諏訪に精通している事業者にお願いしたい。 

また、諏訪湖流域下水道事務所 諏訪環境課 地域をまとめる団体などで、協力して 

くれる方にお願いしたい。 

その他オブザーバーとして、弁護士、地域の金融機関もお願いしたいと思っている。 

  県の部会に参加し検討した事項は、信州ネットの太陽光部会でも話し合ってほしい。 
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会議名称 第 2回太陽光専門部会 

開催日時 平成 24年 5月 10（木曜） 13：30～15：30 

実施場所 長野市 新建新聞社第 3 ビル 5 階会議室 

参 加 者 

・西原部会長    ・栗田副部会長    ・小池会計 

・温暖化対策課 中島課長 ・室賀係長          

・藤川：上田市民ｴﾈﾙｷﾞｰ    ・宮下事務局次長   他   合計 28名 

記 録 者 宮下 喬一(事務局次長) 

〈配布資料〉・新聞記事等資料 A4（13枚） 

・「再生可能エネルギーの固定買取制度」説明会の開催について【実務者向け】 A4（1枚） 

・自然エネルギー100%・エネルギー自給戦略特区（案）～官民連携による分散型メガソーラー 

発電所創造～スケジュール案 A4（3枚） 

 ・地域活性化総合特別区域指定申請の方向性 A4（2枚） 

 ・地域協働による太陽光発電の普及モデル支援事業（案）A4（2枚） 
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２）   環境省の 10 億円について 

   資料「平成 24 年度再生可能エネルギー等導入推進基金事業に係る配分額の決定に 

      ついて（お知らせ）」 

  中島課長より 

   再生可能エネルギー等導入推進基金（グリーンニューディール基金）として、長野県は 

   10 億円の配分があります。 

    避難所・防災拠点とあり、長野県では公共施設・ホテル・スーパー等の防災拠点を 

考えています。 

   また。防災以外に、観光なども視野に入れたその地域の公益性のある事案を募集したい 

 

３） 地域で活動する NPO 支援・連携促進事業について 

   資料 「地域協働による太陽光発電の普及モデル支援事業（案）」 

 上田市民エネルギー 藤川さんより（補足：中島課長） 

 CO2 削減目的の環境省の支援事業に応募をしたいと思ってる。 

  太陽光豊富な長野県ということを発信したいと思いがあり、web サイト立ち上げ、 

県外からも資金を集めることも考えて、CO2 削減を進めて いく考えです。 

 

２、太陽光部会の協議 

１） 県庁内太陽光部会検討委員選定について 

  ・かなりの実績があり、地元に密着したところがいいのではないか。 

  ・太陽光部会の中ではプロジェクトを作って、委員は委員で県と関与できるように 

情報を共有していくのはどうか。 

  ・屋根だけでなく、地面に取り付ける知識を持っているところは会員になって 

いないのか？ＮＴＴファシリティは入っていないのか。 

  ・地元に密着したところがいいのではないか？ 

  ・岡谷酸素 そのようなものがあるなら、しっかり関わっていくように会社でも 

話し合っている。可能であれば、ぜひ協力させていただきたい。 

・山洋電気 ハード面で協力できるかと思います 

・岡谷酸素、サンジュニア、新興マタイでどうか？ 

・豊田終末処理場については沖野先生が主催する信州ネット SUWA では、諏訪企業を 

集めたプラットフォームを立ち上げた。 

 

２） 地域で活動する NPO 支援・連携促進事業について（補足） 

これは、地球温暖化防止センターを通すことが前提となっていますが、センターと 

  しては、信州ネットと一緒にやりたいという思いがある。 

コンソーシアムも検討中で、まだ、検討することも多いですが、太陽光部会の 

分科会の事業として検討させていただきたい 

  環境省を通すため、web サイトだけでは難しい。具体的に太陽光発電の事業をすると 

いうことも必要。 

  新しい事業（相乗りくんをさらに）にしないといけない。 

  運営委員会にも情報をいれていきたい。 
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３） その他 

西原部長より 

現在、藤川さんと須坂市の学校ソーラー、おひさまと、やっていますが、まだ、電力会社と 

の連携ができていなく、進まない状態です。周りの部会の見本となるよう、実績を残して 

いきたい。 

 これからとしては、農業と太陽光をセットも考えていき、パネルの下に光がなくてもできる 

物を作りの取り組みも検討していきたい。 

 また、上田佐久富士見伊那など、日射量が多いが地域だけでなく、雪の多い所からの要望も 

多く、そのような地域もおいていけないので、補助金などを使ったりして、普及を進めたい。 

 

質問 自然エネルギー信州ネットで事業の認定できるのか？ 

西原 まだ認定基準がないので、そのような事例はない。信州ネットの会員であると 

いうことを、つかってもいいのでは。 

質問 茅野で、公共施設で、ゼロ円システムをやれるのか？ 

西原 モデル事業を作っているので、やる事業者がでたらいい。 

     まず、地元地域でやるのがいいと思う。全国でも、長野県は日射条件がいいので、 

成功させたい。関係者で情報共有していきたい。 

 次回部会について 

太陽光部会と諏訪の協議会を一緒にやって、情報交換したい。 

6 月 11 日～13 日頃、諏訪で部会を行う予定で進めたい。 

   

 

 

 

 


